染色体解析システム仕様書②
品名

ライカCytoVisionセミオートスキャニングシステム（Multi Bay 8 ）　一式
構成

Ⅰ．顕微鏡部　一式
Ⅱ．自動制御部　一式
Ⅲ．ソフトウェア部　一式
Ⅳ．システム制御部　一式
Ⅴ. カメラ部　一式
納入物品に備えるべき技術的要件
Ⅰ．顕微鏡部　一式
1-1.
電動正立顕微鏡であること。

1-2.
三眼鏡筒が付属されており、接眼レンズは10倍相当（視野数25ｍｍ）であること。

1-3.
三眼鏡筒は、接眼光路とカメラ光路の切り替えが可能であること。

1-4.
対物レンズレボルバーは７穴以上であること。

1-5.
XYステージ、対物レンズレボルバー、フォーカス、照明が外部コントローラー、またはソフトウェアから電動制御できること。

1-6.
対物レンズは、1.25倍、10倍、20倍、63倍（開口数1.4以上）、100倍（開口数1.4以上）を装着していること。
1-7.
電動制御のXYスキャニングステージを装着していること。
1-8.
顕微鏡は、蛍光観察のアクセサリーを装着できる本体であること。

1-9.
蛍光観察の光源は、顕微鏡外部からファイバーで接続されており、光軸調整が不要であること。
1-10.
蛍光フィルターターレットは最大8枚以上の蛍光フィルターまで装着できること。

1-11.
顕微鏡本体に蛍光光量調整機能があり、10-100%　5段階以上で自動光量調節が可能であり、かつ、蛍光波長ごと個別登録が可能であること。
1-12.
蛍光視野絞りは電動円形および矩形絞りを各6段階以上で選択できること。
1-13.
顕微鏡本体に液晶ディスプレイを備えていること。
1-14.   透過光の色温度を顕微鏡内部の機構にて自動で一定に保つ機構を備えていること。
1-15.
複数の蛍光波長を取得した際に、波長ごとでズレのない画像を取得できる、ゼロピクセルシフトを保証していること。
Ⅱ.自動処理部　一式
2-1.
8枚以上のガラススライドをセットできる電動ステージを備えていること。

2-2.    油浸レンズ使用時に自動でスライド上にオイルを供給する機能を備えていること。
2-3.
メタフェーズ細胞およびインターフェーズ細胞を自動認識して場所を特定する機能を備えていること。
2-4.
スライド上で細胞が存在するコロニーを自動認識して場所を特定する機能を備えていること。

2-5.
任意の細胞を自動認識するための学習機能を備えていること。

2-6.
撮影した各細胞のステージ座標を表示する機能を有し、細胞の位置情報を再現して同じ細胞を撮影する機能を備えていること。

2-7.
スライドごとに観察方法、スキャニングの倍率やエリアを設定し、自動スキャンをすることができること。
Ⅲ．ソフトウェア部　一式
Ⅲ-1. 核型解析ソフトウェア
3-1-1.
日本語表示が可能なソフトウェアであること。
3-1-2.
解析に最適な画像コントラストになるよう、自動処理を行う機能を備えていること。
3-1-3.
ひとつの視野に収まらない染色体を合成して、メタフェーズ画像を作成することができること。

3-1-4.
撮影した画像をギャラリー表示して、解析状況や結果の確認を迅速に行う機能を備えていること。
3-1-5.
染色体数のカウント、各染色体の番号登録、核型解析のメニューを備えていること。
3-1-6.
撮影した画像から染色体を、自動および対話式で切り分けるための機能を備えていること。
3-1-7.
交差している染色体を手動で切り分ける機能として、4点カット、フリーラインができること。

3-1-8.   核型解析において、自動で染色体番号順に並び替える機能を備えていること。
3-1-9.
核型解析において、複数の細胞間で同じ染色体番号の染色体を一括して並べて表示する機能を備えていること。
3-1-10.
 核型解析の並べ替え精度を向上するための学習機能を備えていること。
3-1-11.
 並べ替えた染色体の移動、サイズ変更、反転、湾曲矯正ができること。
3-1-12.
並べ替えた染色体に対して、不要な部位を領域指定して自動消去、または消しゴムによる部分消去ができること。

3-1-13.
TIFやJPGなどの汎用データに変換されたメタフェーズ画像を読み込んで、核型解析を行うことができること。

3-1-14.
異常染色体のイデオグラムを作成して、核型解析画像に掲載することができること。
3-1-15.
 BMP/TIF/PNG/JPG/GIFフォーマットで、画像のエクスポートができること。
3-1-16.
画像のコントラスト調整、エンハンスメント処理をプログラミングして、キーボードにショートカットキーを割り当てることができること。
3-1-17.
 DAPIバンドによる核型解析が可能であること。

Ⅲ-2. FISH解析ソフトウェア
3-2-1.
日本語表示が可能なソフトウェアであること。
3-2-2.
自動露光機能を持ち、蛍光画像ごとに最適なコントラスト画像の取得ができること。
3-2-3.
蛍光プローブごとにシグナル位置の補正を行うことができること。
3-2-4.
画像のコントラスト調整、エンハンスメント処理を、キーボードにショートカットキーを割り当てて、一括処理することができること。

3-2-5.
各染色体の長さおよび面積、蛍光プローブと長腕/短腕の距離を測定することができること。
3-2-6.
スポットカウントのクラス分けに使用するアッセイ（蛍光シグナルの組み合わせ）を任意に作成および、保存することができること。
3-2-7.
スコアリングをした細胞の画像をギャラリーで一括表示することが可能なこと。
Ⅳ. システム制御部　一式
4-1.
Dual Xeon 2.4GHzプロセッサー以上の制御ワークステーションを装備していること。

4-2.
システムメモリは4GB DDR3 1333MHz以上、内蔵ハードディスクは500GB以上であること。

4-3.
オペレーティングシステムは、日本語対応のWindows 7　であること。

4-4.
24インチ以上のモニターを備えていること。
4-5.
ハードディスクの耐障害性を向上するためのRAID機能を備えていること。

4-6.
バックアップソフトウェアを備えていること。
Ⅴ. カメラ部　一式
5-1.
有効画素数が140万画素以上の高解像モノクロデジタルカメラであること。
5-2.
波長特性は、約400nmから900nm以上に対応していること。
5-3.
フル解像度で24フレーム/秒以上のフレームレートに対応が可能であること
以上
